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 [ 2007/03/01 (木) 07:46 ˂ はれ 蔵の温度 ８度 
 昨日東証の株価が大幅落下。17604 円と 515.80 円安となった。売買代金は過去最高の 4
兆 8 千億。アジア市場の下落、中東での米国副大統領の暗殺未遂事件を受け嫌気して大幅
安となった模様。 
 
先月次女の保険金が少々入ってきたので久し振りに株を買った。ちょうどタイムリーに安

いときに買えたが、今後再び上昇機運になっていくかが気がかり。 
売買で稼ごうとは思っていない。利回りと株主優待を楽しんでいる程度だが。世の中の動

き、経済の勉強にはなるようだ。 
 
[ 2007/03/02 (金) 07:57 ] ˂ くもり 「特化し極めること」 

 
日刊経済深部者の酒類食品統計月報の二月号に味噌の特集が

組まれていた。毎年この二月号だけは買って読んでいる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ 2007/03/03 (土) 05:43 ] ˂ くもり 県立大学交流センターで 
地域経済研究所主催の「人事給与の心とデザイ

ン」というセミナーに参加した。百名近い方が参

加していたが、ジャンバーにスニカーを履いて参

加していたのは私ぐらいだった。県内の有名企業

の役員ならびに総務関係の方が百人ぐらい参加

していた。 
会場は福井県立大学の中にある、交流センターだ

った。以前私は「武生青年会議所」に在籍してい

たことがあって、最後の年に福井ブロック協議会に出向して委員長をした。 
福井ブロック協議会は県内１０の青年会議所と会員 800 名で構成され、メンバーは各会議
所の理事長と各会議所から出向した委員で運営された。行った事業は 800 名の会員交流と
して毎年行っているスポーツ大会と総会のような会員大会だった。 
スポーツ大会は各会議所対抗の野球を行った。場所は私の出身の武生にし、企画はブロッ

クの私の委員会が行い、運営は出身の武生青年会議所にお願いした。当時環境という言葉

が出始めた時期だった。で、私はゴミを出さない大会運営を提案した。缶ビールはやめて

リサイクル可能な壜ビールにするとか、お茶は紙コップで出さず、やかんで沸かして湯の
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み茶碗で飲むとか弁当は使い捨てのパックでなくて洗って使える弁当箱を利用するとか細

かいことを決めた。一部の理事長から評価された。 
ブロックの委員会では企画だけで運営というか兵隊は武生の会議所のメンバー。打ち合わ

せに行ったら皆から文句が出た。面倒くさいと。なんでこんなことセがアカンのやと。も

めた後最後にブロックの役員会でこれは決まったンやの一言で何とか丸めたのを覚えてい

る。 
どこの組織でも長老というか力のある影の人がいて口出しして「院生」を引くやつがいる。

皆から注文をとったお昼の千円の弁当を業者に八百円で出して裏金を造り兵隊たちに飲ま

せがアカンでぇといわれた。私はこの人苦手だったので逆らわずにそのとおりした。弁当

屋さんに八百円で、限りなく「千円」に見える弁当を注文した。ご飯の上の梅干、おかず

のウインナーがなくなり、コロッケが小さくなりフライもんが煮物に変わった。 
この裏金でゴチになったかというと、とんでもないことが起こった。借りた、やかん、湯

のみ、空弁の数がたらないので弁償してくれ。隣にあったテニスコート、ゲートボール場

を利用してお金をもらってない。企画では材料代しか見てない会場までの道順の看板を業

者に注文してあり看板代を請求されたりで、全然お金が足らなくなってしまってこの裏金

を使ったのを覚えている。 
で、駐車場で当時の丸岡青年会議所のＨ理事長の車を見かけた。会議所を卒業後県会議員

に当選されたことを知った。また福井ブロック協議会の会長だったＳ氏も県会議員になら

れお二人ともご活躍のようだ。 
選挙というと、地盤、看板、カバンが必要と聞くが中古の自転車を三十台か五十台買われ

て街中を選挙運動をしたときいた。 
この軽自動車を見たときに昔の懐かしい時代を思い出した。 
[ 2007/03/04 (日) 17:06 ] ˂ はれ 次男の卒業作品 

高校卒業後次男は大阪の辻調理師専門学校に二

年間いった。この学校、調理師学校の「東大」と

いわれているそうだ。入学しても卒業できる方は

約半分ぐらいになるとも聞いている。次男も頑張

ってめでたく卒業となり、就職も新梅田のＷホテ

ルに決まった。 
卒業生が作った料理を父兄の方に賞味していた

だく案内を頂戴したので私と妻と二人で参加し

た。待合室で卒業生の日ごろの授業風景のビデオ

も上映されていた。韓国や中国から学びにこられ

た生徒さんも何人かいた。 
先付けから始って料理が出てくるたびの担任の先生から説明があったのはよく理解できて

良かった。 
日本料理で使う箸は「両細」らしく、両端が細くなっていてどちらも使えるようになって

いた。 
説明の中で料理界では古いとかいう言葉が忌語らしく、ネタの古いのは「あにき」という
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そうだ。あにきから使っていこかとかいうらしい。 
春巻きみたいな料理があった。中に昆布を出しで味付けしたものがあってユニークだった。

食べ物・料理には特許とかないので、お店が人を雇うときには吟味するらしい。自分が工

夫した料理が持ち逃げされるからだ。 
てんぷらにでてきた塩。この塩は昆布出しに塩を入れて水分を飛ばして乾燥させ、丹念に

すり鉢で潰したもの。お客様が付けすぎて辛くならないように米粉を混ぜたりもするよう

だ。手が込んでいて気配りがある。 
烏賊(イカ)のおかき揚げ。イカフライのようだ。先生から中身はなんだか分かりますかとい
われ、私は「こんにゃく」と答えて苦笑を取ってしまった。先生の質問はイカの周りにつ

けてある衣の中身は何から出来ているか分かるかという質問に、私はイカの中身は何から

出来ているかと聞かれ、こんにゃくと答えた。あんた、「かるなぁ」の食べすぎよと妻から

言われた。答は柿の種。これを粉にして揚げてある。ぱりぱりしておいしい。 
ふきのとうのてんぷら。食べると苦味がして春を感じる逸品。先生から、暖かいものはお

いしい。しかし冷たくてもうまいものは少ないとのお話。へぇ～、味噌と同じだな。どの

味噌もあったかいみそ汁はそこそこうまい。しかし冷めたみそ汁でもうまいのが本当のみ

そ汁。味噌はさめたときに飲み比べてみればよく分かる。 
車えびの黄身煮。味をつけるというのが料理の「花形」とのお話。イカ・えびは味がしみ

こみにくい。卵の黄身に味をつけてにてある。そういえば板場で一番位の高いのが刺身の

切り方、てんぷらの揚げ方よりも「煮方」らしいのもこの言葉から想像できた。お店の煮

方を勤められたら他店からスカウトにあうらしい。 
豌豆（えんどう）ご飯が出てきた。問題は豌豆まめにしわがよってない。ここで聞き逃し

てしまったのだが、この炊き方には技があって捨て豆とか皮でご飯を炊くとか言っていた。

豌豆のまめの皮を一つ一つむくとも言っていた。これをおこなっているのが京都のＫ料亭

だけらしい。おかわりした。 
花びら人参。花びらの形をした人参の煮物。人参が同じ厚さできれい切ってあり、包丁で

花びらの形に細工してある。たかが煮物だけれど高度な技術を感じさせる一品だった。 
食べ始めてから二時間かかって抹茶アイス。うまい。 
本格的な日本料理など口にすることは今までなかった。説明を聞きながら賞味させて頂い

たが、日本料理は食べる人も教養がないとだめなように感じた。むしろ食べ手を選ぶ料理

でないかとさえおもった。会合でよくホテルの宴会やバイキングを食べたことはあるが、

西洋料理のような派手さはないが、控えめな中にも高度な技を感じられるややもすると忘

れかけていた日本文化のわび・さびとかが生きているように思った。とりこになりそう。 
[ 2007/03/05 (月) 02:12 ] ˂ あめのちくもり なんば花月は一杯で 

二男が入が入学したときには「通天閣」に行った。

卒業時にはお笑いのなんば花月に行きたいと思

って出かけた三人だが、当日もう満員で入れなか

った。仕方がないので映画を見た。「どろろ」だ

った。内容の分からない映画だった。天王寺のゴ
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チビル、ご馳走ビルというのがあって飲食店のビルだった。たこ焼きお好み焼きを食べて

みた。大阪の味を味わった。 
関西フリー切符だったのでＪＲは乗り放題。仕事柄大阪のお店ではどんな味噌が売られて

いるのかみて回った。鶴橋の駅を降りたら焼肉のにおいがした。周辺を散策してみるとチ

マチョゴリのみせがあった。近くでよく見たことはなかったのだが、こんなにきれいな服

とは気がつかなかった。京橋から大阪城公園に行き水上バスに乗った。 
東京は坂の町だが、大阪は橋の町のようだ。橋が一杯あった。期待して乗った船だが感動

する場面がなく船着場に着いた。これならビッグサイトから浜松町の水上バスのほうがよ

っぽど良かったと思った。 
大手町から福島、大阪に行きかえってきた。 
画像はメイン料理の八寸。 
料理はうまければいい腹いっぱい食べればいいかと思っていたが違う。 
味 三割、盛り付け 三割、器 三割、感性 一割で評価するそうだ。 
日本料理には「粋」を感じるものがある。 
[ 2007/03/06 (火) 05:38 ] ˂ くもり 蔵の温度 12度 名古屋・東京出張 

「食農連携プラザ in 名古屋」という農林漁業金
融公庫東海支店主催のセミナーに参加した。食品

の製造業者、販売業者が農業分野に参入するため

のセミナーだった。 
第一部 先達による農業参入経験 
 実際に企業が農業分野に参入し活躍されてい

る二社の体験発表 
第二部 企業による農業参入の状況、参入のため

の基礎知識 
第三部 フリートーキング・質疑応答 
第四部 懇親会 
石川県の S 社も参加されていて、実際に農業部門を作られ参入開始されたとお聞きした。
公庫のアンケートによれば「製品・商品の差別化」などで農業部門参入に関心のある企業

は過半数と聞いた。 
兼業農家だとだめだけれど、専業で地域の担い手となる農家或いは企業(認定農業者)には国
家の手厚い保護政策があることを知った。たとえば規模拡大のために汎用型の農機具 3500
万円の設備を行うと、今までいろいろな助成を受けても自己負担 1200 万円必要だったが、
今は国家が 3500万円の三分の一の 1050万円を差し上げます、つまり自己負担 150万年で
3500万円の設備投資が可能。 
またスーパーＬ資金は個人 1億、法人三億まで「無利息」の優遇措置。 
現在日本に使われていなくて放置されている「遊休農地」が、な、な、なんと、、、38 万 5
千 haもある。これは東京ドーム 8万 5千個分の広さ。日本の農業もここまできているとは
知らなかった。 
この遊休農地は多分条件の悪いところだろうが、ぺんぺん草や木が生えてしまった農地は、
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ブルトーザーできれいに均して使えるようにしてお貸しします。その経費は国家が負担し

てくれるとも聞いた。 
有機農業推進法が国会で成立し、今後オーガニック分野での国の資金的な援助はどのよう

になっているか質問したが、あの法案は「議員立法」なのでお役人さんが作った法律では

ないため、未だ分からないらしいが、多分いろいろな助成金等でてくるだろうとの話。 
アグリビジネスは、企業にとって今後多くの可能性を秘めているように思った。 
懇親会はこの料理から始った。ホテルの宴会料理にも最近飽きはじめた私だが、お開きの

時には半分以上の料理が残されていた。もったいない。参加されたお会社の役員クラスの

方々、公庫のお役人さんの皆様も会場を去った。 
農業は肉体的努力のウェートの高い仕事。料理もそうだ。この寿司一つ作るにしてもご飯

を炊いて酢をまぶして、魚をさばいて握って作られている。肉体的努力の割合の高い仕事

だ。せっかく作られた料理が食べられずに捨てられるのをみて、きっとキャッスルプラザ

の料理長や板場の人はがっかりするだろう。自分の倅がホテルに勤めていることもあるが、

せめて持ち帰られるものは持ち帰るのが礼儀でないかと思った。 
この後、大須の上前津駅の近く中華の菜食レストランに行ってみた。そのあと最終に近い

のぞみにのって東京に行った。 
2007/03/07 (水) 18:18 ] ˂ 東京ははれ 暖かかった 
 

夜中に東京駅について長男の努めている「亀有

店」に行った。なんと転勤で「北千住店」に変わ

ったと聞いた。あわてて最終電車で北千住に行っ

た。この駅初めて降りたけど大きな駅でつくばエ

キスプレスの始発の駅でもあるようだ。 
お店で本人に会えたが三時に店がしまうのでそ

れまで待ってくれといわれ、時間を潰した。結局

朝になり二人で珈琲飲んでほとんど寝ずに得意

先にいった。 
恵比寿と表参堂の二社を回って、午後からは常磐線の大甕駅に行った。写真は恵比寿駅か

らガーデンプレイスに向かって歩いていったらこの看板があった。恵比寿にはＳ社のビー

ル工場があるようだ。 
うまい党とあるが特に政治的なポリシーがあるのでもないようだ。全国味噌組合連合会は

われわれから味噌一キロにつき５０銭のお金を集め年間二億か三億の資金で味噌つくり委

員会を設置し業界のｐｒを行っている。 
この際業界で、「日本みそ汁党」という政治結社を作り、まいう～の石塚氏を名誉総裁にし

て活動してみたらいかがだろうか？ 
和食の復活、食糧自給率の向上、オーガニックの推進などを掲げてみたい。 
和食の復活では、パン食をやめよう。もともと日本ではパンに会う小麦は取れない。ほと

んどが北米や豪州からの輸入小麦粉で年間 500 万トンほど輸入されている。ポストハーベ
ストの問題もあるので、「日本人は米を食え」と主張しよう。小麦の輸入の積極的廃止。日
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本マクドナルド、山崎パンの株価は申し訳ないが暴落する。米・味噌・醤油の復活。 
余談だがよく地産地消、食育を口にする方がおられる。が、平気でパンを食べている。こ

れは戦車などの兵器工場に勤めながら世界平和を主張するようなものでおかしい。 
食料自給率の向上のためには作物を作る農地が必要。日本には 38万ヘクタールもの農地が
遊んでいる。これを利用しよう。昔徴兵制度があって若者は兵隊にいった。平和国家の日

本では、「徴兵制」は支持されない。代わりに「徴ò農ó制」を実施しよう。18歳以上の男女
は二年間農業に従事しなければならない法律を作ろう。場所は全国の遊休農地。こちらを

開墾して野菜を作り、米を作ろう。一度自分の食べるものを自分で作って体験してもらお

う。専業農家のお手伝いでもＯＫ． 
オーガニックの推進。農地 1キロ平米に農薬が 1.5トン使われている世界最大の農薬消費国
の汚名を返上しよう。昭和 45 年、母乳から農薬が検出された新聞記事が出た。その後 35
年たってそのときに生まれた世代が結婚して世代交代が始った。その結果アトピーとか花

粉症などの病気が増えた。人と環境が「共生」出来る有機農業のダイナミックな推進。 
肉を食べるための歯は１２％しか人間は持っていない。食料効率の良い菜食、玄米食を推

進。もともと日本民族は玄米菜食の民族だった。肉食が普及したのは明治以降。ザビエル

が日本に来た時本国に送った書簡にもこのことが書かれている。 
国の医療費も減る。1977年アメリカのマクガバン議員が「米国の食事改善目標」を発表し
たときにこれを実施すればアメリカの医療費が三分の一になるとかれは試算した。国家財

政の建て直しにも大きく役に立つ。 
オーガニック減税を実施しよう。これはお買い物で有機ＪＡＳマークの付いた食品を買っ

て税務署に持参すると、ＪＡＳマーク一枚に付き 100 円のキャッシュバックを行うもの。
食べ物の安全・安心も大切、しかしお財布の安全・安心も大切。これにて有機農産物・加

工食品の大きな荷動きが期待できる。農産物全体の有機比率は０．０１６％と銀行預金並

みの低さだが、貸付金利ぐらいまでに上がるだろう。 
「変えてしまえ、日本！」というような意気込みで、誰でも党費三千円払えば党員になれ、

党員特典として全国 1118社の味噌メーカーの好きな味噌が三千円毎年もらえるとか、党首
は選挙投票で選ばれるので貴方も立候補すれば党首になれるとか。関東の比例区で１～２

ほどの議席を獲得目指すかと言うのはいかがだろうか。当選した場合、議員会館の光熱費

には気をつけよう。 
ここまで書いたけど、多分容赦なく「事務局差し戻し」で、全味の理事会の議案にも上が

ってこないと思うけど。 
[ 2007/03/08 (木) 09:28 ] ˂ 福井は雪 
帰ったら福井は雪。道路に積雪 15センチぐらいあった。 
みそカフェを昨日見学しにいった。これは大豆油糧日報の記事に茨城県のＵ社の記事が掲

載されていて関東に行ったときには是非訪問したかった。 
事前に連絡をしてあったが急用で社長様は不在、代わりに奥様とお話を伺った。工場の横

の大きな道路沿いの目立つ場所にあり、自社の売店とカフェが並んで店を構えてあった。 
結論からして、今の自分には想像できない空間だった。みそという和風のものをパスタな

どの西洋料理に取り入れておしゃれなカフェで召し上がってもらうという発想は目から鱗




